
　

い
た
ち
川
は
今 
・
・
・
・

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
い
た
ち
川
の
散
歩
の
足
を
下
流
ま
で
伸

ば
し
て
み
ま
し
た
。
上
流
に
は
上
流
の
、
下
流
に
は
下
流
の
顔

が
見
ら
れ
ま
す
。
下
流
で
は
川
幅
も
広
く
な
り
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
流
れ
は
変
化
を
見
せ
る
こ
と
も
少
な
く
、
静
か
に
水
鳥
た

ち
を
遊
ば
せ
て
い
ま
す
。
カ
ル
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ

な
ど
、
柏
尾
川
に
近
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
結
構
多
く
の
水
鳥

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
景
色
の
中
に
い
ま
す
と
、

清
々
し
い
気
分
に
な
っ
て
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

で
も
、
ち
ょ
っ
と
悲
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
少
し
ま
と
ま

っ
た
雨
が
降
る
と
、
増
水
と
共
に
ゴ
ミ
も
流
れ
着
き
、
川
の
中

に
生
え
て
い
る
木
は
ゴ
ミ
の
な
る
木
に
変
身
し
た
り
す
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
と
、
大
き
な
排
水
溝
か
ら
流
れ
出
る
汚
水
の
放
つ

臭
い
に
は
閉
口
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
日
も
早
く
解

決
し
た
い
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
水
神
橋
右
岸
の
水
辺
の
草
む
ら
に
沿
っ
て
、
赤
い
カ

ン
ナ
の
花
が
一
列
に
植
え
ら
れ
、
年
々
そ
の
列
が
延
び
て
い
る

こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
は
、「
い
た
ち
川
橋
上

流
の
土
手
に
コ
ス
モ
ス
畑
を
出
現
さ
せ
た
い
・
・
・
」。
そ
ん

な
夢
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
Ｉ
さ
ん
の
さ
れ
て
い
る
事
。

川
辺
の
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
、
コ
ス
モ
ス
の
花
が
色
と
り
ど
り

に
風
に
揺
れ
、
水
辺
に
は
真
っ
赤
な
カ
ン
ナ
の
花
の
帯
が
、
澄

ん
だ
青
い
水
面
に
た
ゆ
た
っ
て
い
て
、
水
鳥
た
ち
も
幸
せ
そ
う

に
羽
を
休
め
て
い
る
下
流
。
そ
ん
な
夢
の
実
現
す
る
日
が
、
一

日
も
早
く
訪
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

                                                               

（
あ
ひ
る
）

通刊 24 号

　　【水辺愛護会だより】

  当会は " いたち川右支川愛護会 " " いたち川と親し

む会 " の協力により平成 15 年 5月 19 日付で、18

名の会員によって正式に発足しました。

　活動地域は、日東橋から辺渕橋の間、および矢沢

堀小川アメニティです。

　扇を広げたような形をした赤い扇橋の架かるこの

付近には、周辺住民の憩いの場である扇橋水辺広場

があります。また、この付近は上流の稲荷森水辺広

場と並んでいたち川の中では特に自然が多く残され

ているところです。

　辺渕橋の少し上流から二手に分かれた流れは比較

的浅いので、夏には子供たちがウシガエルのオタマ

ジャクシやザリガニなどを捕りにやって来ます。カ

ワセミやサギの姿も頻繁に見ることができ、キジバ

トやカラスが遊ぶ水場として格好の場を提供してお

ります。また、支流の矢沢堀アメニティを上流に辿

ると一年中止まることのない水車を見ることができ

ます。

　私たちの活動は原則として、毎月第三日曜日の午

前 10時から 1時間程行うことになっています。

水辺の清掃や草刈は勿論ですが、子供達が川遊びを

しても怪我をしないようにと、胴長を履いて川の中

の危険なゴミを拾っています。

　また、桂橋から日東橋にかけての川辺には、他の

ボランティアの人達と協力して花畑を作り、道行く

人々に喜んで貰っています。

　この花畑は周辺の住民が自由に参加出来るように

柵を低く作ってありますので、花の好きな人が色々

な花を植えにやって来ます。そのための看板も立て

てありますので是非植えにきて下さい。

　その他には、夏には " いたち川と親しむ会 " が主

催する " いかだ祭り " を後援したり、川沿いのフェ

ンスや扇橋水辺広場に趣向を凝らした美化看板を設

置したりしています。散歩がてらに眺めて頂ければ

幸いです。

　

　最後に、いたち川の本流を離れ、矢沢堀小川アメ

ニティの方にも足を運んで頂きたいと思います。

小さなせせらぎにも発見があること間違いありませ

ん、そんな発見こそ、貴方の小さな財産になること

でしょう。

　現在、扇橋水辺愛護会は会員数が少ないですが、

一人でも多くの仲間をつくり、いたち川を子供達の

『ふるさとの川』になるように守り続けて行きたい

と考えています。

　　　（いたち川扇橋水辺愛護会　　　野地長生）

　　　　　　

いたち川扇橋水辺愛護会
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（稲荷橋から下流を見る）

（矢沢堀小川アメニティーの水車）

［いたち川と柏尾川の合流点］［版画　宗森英夫］
この部分を

切り取って

ファイルす

ると便利

です。

切
り
取
り
線



横浜市立西柴小学校

　いたち川に
　　“ 荘川桜 ” をうえたよ！！

西柴小学校の４年２組の子供達は、総合学習で “夢いっぱい、友達い
っぱい、命いっぱい” をテーマとして勉強をしています。その「命いっぱ
い」グループの中の「桜グループ」の子ども達が１１月２２日に、いたち
川の本郷石橋下流の水辺に “荘川桜※” の苗木を４本植えました。
　（※下段のリレートークも併せてご覧下さい。）　　　　　　　　　
「桜グループ」の子ども達は、岐阜県の荘川村の方から荘川桜の苗木を
５本もらい、１本を自分の学校に、あとの４本をいたち川の水辺に植えた
のでした。
他のグループの活動を紹介すると、海・虫・水草・メダカ・渡り鳥な

どに分かれています。その中の海グル－プは、海の命いっぱいにするため
に、海のゆりかごと呼ばれている「アマモ」を金沢の海の公園に増殖させ
ようという地域の人の活動に、小学生でもできることをしようと取り組ん
でいます。

　桜グループの夢がかなったよ！！　ー 子供たちの話 ー

  私たちが桜にかかわろうと思ったきっかけは、近所の桜並木が弱ってい
るという話を聞いたからです。そのとき、私たちのクラスでは「命いっぱい」
というテーマに取り組んでいました。そこで、「桜を守ろう！」と、桜グ

ループが出来たのです。まず、最初に私たちは、桜並木の商店街の人に ,
本当に桜が弱っているか聞き込みをしました。すると、本当に弱っている
ことが分ったのです。そして、区役所の人に、土木事務所に電話をしても
らいました。「何かしていいですか？」「やっていいですよ。でも水やりは
むずかしいので、雑草取りとゴミ拾いならやってもいいですよ。とてもあ
りがたいです。」という答えでした。そこで私たちはそれらの活動をして
きました。
　ある日、担任の坂田先生が、荘川桜の歴史についてまとめられている「さ
くら」というビデオを見せてくれました。佐藤良二さんという人が植えた
荘川桜は、1,500 本以上でした。「すごいなーーー。よくできたなーーー。
がんばったなーーー。」と思いました。最後に良二さんが死んだのは悲し
かったけどすごく感動しました。その人の思いを引き継いで道下さんが苗
木をつくっていることを聞き、桜の苗を植えたいなと思いました。
　先生が、今度は別なビデオを見せてくれました。それは、柏尾川のビデ
オでした。川を広げるために両側にあった桜の片側を切り落とし、また桜
を植えるというものでした。先生から「ちょうどいたち川が川幅を広げ、

川沿いの広場に木を植える工事をしているよ。」と聞いたので、いたち川
に桜を植えたいと思ったのです。
　そこで私たちは、栄土木事務所の和久井さんと、苗をもらう岐阜県荘川
村の道下さんに何回か手紙を書きました。お返事や桜の苗が届いた時は、
とてもうれしかったです。いろいろな人の協力によって桜の木を植えるこ
とが出来ました、ありがとうございました。
　私たちは、この2000年生まれの荘川桜を見守っていきたいと思います。

荘
川
桜
と
は　

岐
阜
県
の
山
奥
に
あ
る
大
野
郡
荘
川
村
で
四
五
〇
年
余
り

生
き
て
い
る
老
木
で
す
。
元
々
は
、
光
輪
寺
、
照
蓮
寺
の
両
寺

院
に
あ
り
ま
し
た
が
、
ダ
ム
（
御
母
衣
ダ
ム
）
の
建
設
に
よ
り

湖
底
に
沈
む
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、「
桜
の
木
の
命
を
守
ろ
う
」

と
い
う
多
く
の
人
々
の
気
持
ち
が
通
じ
、
前
例
の
な
い
巨
桜
の

大
移
植
が
昭
和
三
十
五
年
に
行
わ
れ
、
奇
跡
的
な
成
功
を
見
た

の
で
し
た
。
樹
高
30
ｍ
、
幹
周
約
6
ｍ
、
重
さ
40
ト
ン
弱
の
巨

桜
を
鋼
鉄
製
の
ソ
リ
に
乗
せ
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
三
台
と
五
百
人

の
作
業
員
に
よ
っ
て
二
百
ｍ
高
い
位
置
ま
で
運
ん
だ
の
で
す
。

桜
が
活
着
し
た
の
を
発
見
し
た
の
は
、
佐
藤
良
二
さ
ん
で

し
た
。
名
金
線
の
バ
ス
の
車
掌
さ
ん
だ
っ
た
佐
藤
さ
ん
は
、
バ

ス
路
線
沿
い
に
桜
を
植
え
る
決
心
を
し
ま
す
。
千
五
百
本
ま
で

植
え
た
と
こ
ろ
で
、
佐
藤
さ
ん
は
亡
く
な
り
ま
す
が
、
遺
志
は

受
け
継
が
れ
夢
は
実
現
し
ま
す
。
そ
し
て
、
道
下
隆
司
さ
ん
は
、

荘
川
桜
の
二
世
を
育
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
八
百
本
の
苗

を
日
本
全
国
に
贈
っ
た
「
は
な
さ
か　
お
じ
さ
ん
」
で
す
。　

　
今
回
い
た
ち
川
に
移
植
さ
れ
た
苗
木
を
譲
り
受
け
る
に
あ
た

り
、
西
柴
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
道
下
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

お
手
紙
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
〜
「
命
い
っ
ぱ
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
桜
の
勉
強
を
し
て
綺

麗
な
環
境
を
つ
く
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
桜
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
に
、
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。
都
市
開
発
が
進
み
自
然

が
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
私
た
ち
は
自
然
の
お
か
げ
で
生
き

て
ゆ
け
る
と
思
う
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
命
を
大
切
に
す
る
、

思
い
や
る
、
そ
の
美
し
い
心
が
き
れ
い
で
豊
か
な
環
境
を
育
て

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
喜
ん
で
、
桜
の
苗
木
を
五
本
送
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
人
子
（
ミ
ジ
ン
コ
）

�

春
を
待
つ
ギ
シ
ギ
シ

　
冬
の
河
川
敷
は
、
ほ
と
ん
ど
の
植
物
が
枯
れ
て
い
て
寒
々
と

し
た
感
じ
で
す
。
し
か
し
、
よ
く
見
る
と
ス
ス
キ
や
ヨ
シ
の
間

に
緑
色
の
草
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
で
最
も

大
き
な
葉
を
持
っ
て
い
る
の
が
ギ
シ
ギ
シ
で
す
。

　
冬
の
間
は
、
地
べ
た
に
は
い
つ
く
ば
る
よ
う
に
低
い
ロ
ゼ
ッ

ト
状
で
す
が
、
春
に
な
る
と
花
芽
を
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
し
、
夏
に

は
一
メ
ー
ト
ル
位
に
伸
び
ま
す
。

  

ス
イ
バ
と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
葉
の
ふ
ち
が
な
み
う
っ
て
い

る
の
で
区
別
で
き
ま
す
。
根
は
太
く
黄
色
で
、
そ
の
汁
を
皮
膚

病
の
外
用
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
緩
下
薬
と
し
て
大

黄
の
代
用
と
し
て
使
い
ま
す
。

　
た
で
科
の
多
年
草
で
、
六
〜
八
月
頃
に
淡
緑
色
の

小
さ
な
花
を
輪
生
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
い
も
り
）

国道 136号線御母衣ダムの上に咲く荘川桜

0 20ｍ
新しい橋

鎌倉街道

水道局

本
郷
石
橋

柏
陽
高
校

荘川桜が植えられた場所

小さな広場荘川桜

リ
レ
ー
ト
ー
ク
14

い
た
ち
川
で
見
ら
れ
る
植
物

3


